
令和 4 年度 6月補正予算　主要な事業の説明書

（一般会計）

令和4年 第2回 嬉野市議会定例会提出





【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 3 年度 ～ 令和 4 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

486
250
304

補助率 97
488
229

1,140
379

90,600
13,500

997

５．その他参考となる事項 9,348
[令和３年度]
歳入 国庫支出金
歳出 実績額

差し引き9,347,358円を返還し、改めて令和4年度分の交付を受ける。
[令和４年度]
繰越事業費
6月補正事業費
（補正財源内訳） 国庫支出金

一般財源

補正後事業費 117,818

令和４年度 6月 補正予算

予算体系 ３　民生費 １　社会福祉費 ７　住民税非課税世帯等臨時特別給付金費

事業費(単位:千円) 202,653 117,818

総合計画による位置づけ 基本方針 　ともに支え笑顔あふれるまちづくり

実施主体 市 行政経営部所属部

【今回追加補正】消耗品費　コピー用紙・トナー代他

（繰越）印刷製本費

政策分野 ④地域福祉・生活福祉

予算書ページ

事業名 住民税非課税世帯等臨時特別給付金

事業内容

202,653 108,470

（繰越）システム改修業務等、申請受付業務

（繰越）事務機器リース料

19 新規

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、様々な困難に直面した方々が、速やかに生活・暮らしの支援を受けられるよう、住民税非課税世帯等に対して、1世帯当
たり10万円の現金を「プッシュ型」で給付する。

所属課 総務・防災課

国庫支出金

臨時特別給付
金の支給

臨時特別給付金
の支給・令和３年
度補助金の精算

職員手当等 （繰越）超過勤務手当

需用費 （繰越）消耗品費

財
源
内
訳

一般財源 9,348

（繰越）通信運搬費

その他

県支出金
役務費

市債

　令和3年12月10日において市町村の住民基本台帳に記録されている者であって、（1）又は（2）に該当する世帯の世帯主に10万円を給付する。
　（1）令和3年度分又は令和4年度分の市町村民税均等割が非課税である世帯
　（2）令和4年１月以降の家計急変世帯

事業費(千円) 320,471 予算額(単位：千円)

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

（繰越）手数料

ふるさと応援寄附金

委託料

扶助費 （繰越）非課税世帯906件×100,000円/世帯

使用料

24,149千円
14,801千円

【今回追加補正】家計急変世帯135件×100,000円/世帯

負担金、補助及び交付金 【今回追加補正】システム改修費　杵藤広域負担金

償還金 【今回追加補正】令和３年度国庫支出金精算

212,000,000円
202,652,642円

9,347,358円

93,669千円

9,348千円

117,818千円 計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 4 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

762

補助率

762

５．その他参考となる事項

保険料の積算内訳
住民人口25,200人×10円+510,000円

財
源
内
訳

国庫支出金

予算体系

所属部 行政経営部 所属課 総務・防災課

令和４年度 6月 補正予算

９　消防費 １　消防費 ５　災害対策費 事業名 保険料（防災・減災費用保険）

総合計画による位置づけ 基本方針 　助け合う安全・安心のまちづくり 政策分野 ①消防・防災

実施主体 市

762

予算書ページ 28 新規 ○

事業費(単位:千円)

 度重なる災害への被害の防止、軽減にかかる救助費用の補填に資するため、防災・減災保険に加入し、被災時の財政負担の軽減を図る。
 保険契約者―全国市長会

 保険制度の概要
   ・対象となる損害 … 避難所の設置・運営に係る費用、炊き出しや食品の給与に関する費用、応急救助費 ほか
   ・対象期間 … 令和5年3月31日まで
   ・保険金支払限度額 … 1事故につき100万円、年間500万円

事業費(千円) 762 予算額(単位：千円)

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

事業内容
保険料（防災・
減災費用保険）

役務費 保険料

県支出金
市債
ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 762 計

内　　　　　　　　　　　　　　　　容
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 4 年度 ～ 令和 5 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

86
34
60

補助率 20,935

21,115

５．その他参考となる事項

○ 委託料（継続費）

※ＣＭ方式については、基本計画策定後の基本設計者選定までの支援を予定

※ ＣＭ方式

庁舎整備関連
事業

報酬 庁舎建設検討委員会5,700円×5人×3回＝85,500円

旅費 普通旅費（職員）1,700円×1.3×15回＝33,150円

費用弁償（委員）3,940円×5人×3回＝59,100

令和４年度 6月 補正予算

予算体系 ２　総務費 １　総務管理費 ６　企画費 事業名 庁舎整備関連事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　みんなで創る自発のまちづくり 政策分野 ⑤財政計画

実施主体 市 所属部 総合戦略推進部 所属課 企画政策課 予算書ページ 15 新規 ○

ふるさと応援寄附金

市役所新庁舎の建設に向けて調査・検討を行い、基本計画を策定する。

オフィス環境整備業務（現状調査、サイン方針等）、CM(コンストラクション・マネジメント）方式を活用し、基本計画を策定する。

事業費(千円) 35,000 予算額(単位：千円)

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容

一般財源 3,115 計

事業費(単位:千円) 21,115 委託料 基本計画策定業務・支援業務

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
市債

ＣＭ方式とは、ＣＭ会社のコンストラクション・マネジャーが中立性を保ちながら、企画・設計・発注・施工の各段階で、プロジェクトの企画支援、推進体制の立案、プロジェクトスケジュールの管
理、設計を含む各種専門コンサルタントの選定、設計内容や発注方式の検討、工程管理、品質管理、安全管理など各種マネジメント業務を行う方式のこと。

令和4年度 令和5年度

20,935千円 14,065千円 35,000千円

合計
基本計画策定業務　 6,500千円 3,500千円 10,000千円
CM方式 10,935千円 9,065千円 20,000千円

3,500千円 1,500千円 5,000千円

その他(合併振興基金) 18,000

基本計画策定業務・支援業務
ｵﾌｨｽ環境整備業務
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 元 年度 ～ 令和 4 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

1,406
254
100

補助率 1,500
330

５．その他参考となる事項

移住促進施策パンフレット取材・作成委託　30頁×500部

当初予算事業費
1号補正事業費
6月補正事業費
（補正財源内訳） 一般財源
補正後事業費

3,590

619

市債
ふるさと応援寄附金

予算額(単位：千円)

東京、大阪、福岡での移住フェア時の旅費

委託料

内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
移住フェアへの
出展

移住フェアで仕様する移住促進グッズの作成委託料

事業費(単位:千円)

実施年度 令和元年度

320

県支出金

320
その他

1,368 3,590一般財源

1,535千円

令和４年度 6月 補正予算

実施主体

③住まい

新規

事業名 移住定住促進事業

市 所属部 総合戦略推進部 所属課 企画政策課

　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野基本方針

2　総務費 1　総務管理費

総合計画による位置づけ

予算体系

移住促進による人口増加を目的とし、活気と歓声に満ちた地域社会の構築へ繋げていく。

東京、大阪、福岡やオンラインで開催される移住促進フェアに出展する。また、空き家バンク利用・ﾘﾓｰﾄﾜｰｸ移住・農業ターンの移住者に対し、条件により記念品を贈呈する。
また、各種移住施策や街の情報についてのパンフレットを作成・配布する。

6　企画費

移住者への記念
品贈呈、移住フェ
アへの出展、パン
フレット作成

報償費

普通旅費

3,590

財
源
内
訳

国庫支出金

予算書ページ 15

移住者への記
念品贈呈、移住
フェアへの出展

移住者への記
念品贈呈、移住
フェアへの出展

事業費(千円) 5,897

　【今回追加補正】　パンフレット作成委託　1,500,000円

移住者への記念品贈呈

555千円
1,500千円
1,500千円
3,590千円

計

令和４年度令和2年度 令和3年度

619 1,368
使用料および賃借料 移住フェアの出展料
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 2 年度 ～ 令和 4 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

2,701
997
629

補助率 449
150
74

600
584
515
360

５．その他参考となる事項

　（13泊×11ヶ月-40泊）×施設借上料一泊5,000円＝515,000円
当初予算事業費
第1号補正事業費
6月補正事業費
（補正財源内訳） 一般財源
補正後事業費 7,059

令和４年度 6月 補正予算

予算体系 2　総務費 1　総務管理費 6　企画費 事業名 地域おこし協力隊・お試し移住・お試しサテライトオフィス

総合計画による位置づけ

令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
地域おこし協力
隊募集

予算額(単位：千円)

基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ③住まい

実施主体 市 所属部 総合戦略推進部 所属課 企画政策課 予算書ページ 15 新規

嬉野市での暮らしの情報や暮らしの体験を通して、実感を持ってもらうことで移住に対するハードルを下げ、移住者の増加を図ることを目的とする。

地域おこし協力隊により、外部からの視点を取り入れた移住者目線での移住施策（お試し移住施設、お試しサテライトオフィス、移住全般）を推進し、移住や２拠点居住・サテ
ライトオフィスの設置などを考えている方向けに、嬉野市での暮らしの情報提供や暮らしの体験の提供を行う。

事業費(千円) 16,208

実施年度 令和元年度
協力隊雇用、お
試し施設運営

協力隊雇用、お
試し施設運営

報酬 隊員報酬

職員手当 隊員期末・移転・住宅手当

共済費 隊員社会保険等

事業費(単位:千円) 1,648 7,501 7,059 旅費 隊員活動旅費

財
源
内
訳

国庫支出金 需用費、備品購入費 消耗品（インク、紙等）、隊員用車両燃料

県支出金 役務費 データ通信費、車両共済費

市債

そのため、5月以降に月平均13泊の利用があると想定し、不足と予想される額515千円を補正
する。

使用料および賃借料 隊員用車賃借料、施設賃借費

その他 　【今回追加補正】　お試し移住施設賃借料　515,000円

一般財源 1,648 7,501 7,059 負担金、補助及び交付金 隊員研修時負担金、お試しサテライトオフィス利用企業旅費補助

委託料 隊員フォロー委託

ふるさと応援寄附金

130千円

令和4年4月から始まった、佐賀県が行う「佐賀県お試しテレワーク移住補助金」の効果もあ
り、お試し移住住宅の利用希望が急増している。

令和4年度当初、近隣市町の状況から年間利用40泊分の利用予想で予算計上していたが、
5月以降8月にかけて既に40泊以上の利用希望があり予算不足となってしまう。

515千円
515千円

7,059千円 計

6,414千円
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 4 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

2,400

補助率

2,400

５．その他参考となる事項

新幹線通勤通学応援金

2万円（補助額上限）　×　20人　×　6カ月　＝　240万円

新幹線嬉野温泉駅から20ｋｍ以上の区間（新大村駅、肥前山口駅、上有田駅以降）まで通勤通学する者が対象

2,400

実施主体

6　企画費

新幹線を利用して嬉野温泉駅から20ｋｍ以上の区間で通勤・通学を行う者に対して、新幹線を利用した定期券費用（会社などから支給される交通費を除いた額）の1/2（上限2
万円/月）を新幹線通勤通学応援金として支給する。

市債

事業費(千円)

令和４年度 6月 補正予算

事業名 新幹線通勤通学応援金

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ③住まい

新幹線定期券
補助

負担金、補助及び交付金 新幹線通勤通学応援金

2,000

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容

事業費(単位:千円) 2,400

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
一般財源 400

県支出金

ふるさと応援寄附金

予算体系 2　総務費 1　総務管理費

予算額(単位：千円)

計

新幹線を活用した通勤や通学を進めることにより、移住・定住（転出抑制）による人口増加を目的とし、活気と歓声に満ちた地域社会の構築へ繋げていく。

市 所属部 総合戦略推進部 所属課 企画政策課 予算書ページ 15 新規 ○
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 1 年度 ～ 令和 4 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

9,200

補助率

100%

9,200

５．その他参考となる事項

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 ・嬉野地区地域コミュニティ運営協議会　1,900,000円

市債

その他 4,500 6,800

一般財源 計

ふるさと応援寄附金

【地域防災組織育成助成事業】

地域のコミュニティ活動に必要な備品の整備や集会施設建設等に必要な経費を補助することにより、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図り、地域社会の健全な発展と住
民福祉の向上に寄与する。

財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として、地域のコミュニティ活動の備品の整備や集会施設建設等に対して助成決定を行い実施する事業。事業の採
択（助成金交付決定）は、同センター自らが行う。
事業実施により、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図り、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与することができる。

事業費(千円) 27,900 予算額(単位：千円)

実施主体 その他 所属部 総合戦略推進部 所属課 企画政策課 予算書ページ 15 新規

予算体系 ２　総務費 １　総務管理費 ９　地域振興事業費 事業名 コミュニティ助成事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　みんなで創る自発のまちづくり 政策分野 ③住民自治・住民参画

令和４年度 6月 補正予算

内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
一般コミュニティ
助成事業

一般コミュニティ
助成事業

一般コミュニティ
助成事業

・下岩屋一区　　　　2,500,000円

一般コミュニティ助成事業 永石区自治会 テーブル他コミュニティ備品 2,500

一般コミュニティ助成事業 下岩屋一区自治会 テント他コミュニティ備品 2,500

6,800 7,400 9,200

一般コミュニティ助成事業

一般コミュニティ
助成事業

負担金、補助及び交付金 【一般コミュニティ助成事業】

・永石区　　　　　　　2,500,000円

事業費(単位:千円) 4,500

2,300

○

・五町田第一区　　　2,300,000円

7,400 9,200

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

事業区分 実施団体名 事　　　業　　　内　　　容 助成決定額（千円）

五町田第一区自治会 太鼓他コミュニティ備品

地域防災組織育成助成事業
ア．自主防災組織育成助成事業

嬉野地区地域コミュニ
ティ運営協議会

防災倉庫他防災備品 1,900
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

415
45
50

補助率 1,850
9,000
6,000

10

５．その他参考となる事項

当初予算事業費
6月補正事業費
（補正財源内訳） ふるさと応援寄附金

一般財源

補正後事業費

17,370

一般財源 2,995 5,060 14,720 2,370

17,370千円

事業費(単位:千円) 2,995 5,060 14,720 17,370 役務費 広告料　　TVや雑誌掲載など

財
源
内
訳

国庫支出金 委託料 連携企業とのコラボ事業など

県支出金 【今回追加補正】　新幹線開業記念機運醸成事業

市債

その他

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
シティプロモー
ション事業

シティプロモー
ション事業

シティプロモー
ション事業

シティプロモー
ション事業

旅費 普通旅費　　イベント実施や打ち合わせ等

交際費 イベント協力者等への手土産

需用費 消耗品　　各種事務用品

シティプロモーション事業の円滑な実施。事業は、トレンドに即した効果的な媒体や手法等を選択し実施する。
・TV番組や人気雑誌等への嬉野市の露出　　・協定を締結した企業等との連携によるプロモーション　　・著名人が出場・出演するイベント等の誘致、実施
・【今回追加補正】新幹線開業を記念し、市民と一体となった事業を展開し、機運醸成を図るとともに、事業の成果を市外へPRする。
（市民参加型ギネス記録への挑戦・市民の笑顔による歓迎横断幕の作成など）

シティプロモーション事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　みんなで創る自発のまちづくり 政策分野 ④行政計画

実施主体 市 所属部 総合戦略推進部 所属課 広報・広聴課 予算書ページ 16 新規

予算体系 ２　総務費 １　総務管理費 16　広報広聴費 事業名

嬉野市の魅力ある地域資源を効果的、かつ最新のトレンドを意識したプロモーションとして発信することにより、嬉野市の知名度を向上させ、観光客や移住者、企業進出など
の交流人口増加及び市内経済の活性化を図る。

ふるさと応援寄附金 15,000

令和４年度 6月 補正予算

使用料及び賃借料 駐車場使用料等

事業費(千円)

計

予算額(単位：千円)

0千円
6,000千円

11,370千円
6,000千円
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 4 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

3,405 1,034

補助率

1/3

3,405 1,034

５．その他参考となる事項

・ 佐賀県緑の景観づくり事業　（緑の保全整備費補助）

令和４年度 6月 補正予算

予算体系 10　教育費 5　保健体育費 1　保健体育総務費 事業名 緑の景観づくり事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ④スポーツ

実施主体 市 所属部 総合戦略推進部 所属課 SAGA2024推進課 予算書ページ 33 新規 ○

2024年（令和6年）に佐賀県において開催される「国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会」に向けて、市内受入体制を整備する。

SAGA2024大会時、中央広場は「選手控室」や「バス・タクシー乗降所」等になる予定である。中央広場を訪れる大会参加者へ、安全で快適な場所を提供するため、当該施設
樹木の伐採、剪定、及び移植を行う。

事業費(千円) 4,439 予算額(単位：千円)

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容 樹木管理

委託料 樹木伐採、剪定、移植

事業費(単位:千円) 4,439

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 1,135

市債
ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 3,304 計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 2 年度 ～ 令和 4 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

2,841
2,877

180
補助率 69

10/10 3,569
1,776

603
603
180
180
307

５．その他参考となる事項 404
60

当初予算事業費 60
6月補正事業費 940
（補正財源内訳） 国庫支出金 1,044

一般財源 2,392
補正後事業費 1,328

1,050
900
180

3,000

24,543

【今回補正額】　インク、トナー、印刷用紙等

（手数料）

（光熱水費）

【今回補正額】　ディープフリーザー電気代

役務費 （通信運搬費）

12,601千円
0千円

11,942千円
12,601千円

24,543千円

【今回補正額】　接種券発送料

費用弁償

一般財源

共済費

22

会計年度任用職員

【今回補正額】　看護師３人×６月分

　　　　　　　　　　時間外手当看護師３人×６月分

66,286 18,704 24,543 職員手当等 職員手当等

令和元年度

【今回補正額】　職員手当、看護師期末手当

令和４年度 6月 補正予算

４　予防費 事業名

所属課 健康づくり課 予算書ページ

令和2年度 令和3年度

予算体系 4 衛生費 １　保健衛生費 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種体制確保事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　ともに支え笑顔あふれるまちづくり 政策分野 ⑤健康・医療

実施主体 市

報酬

令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容

所属部 市民福祉部

【今回補正額】　国保連合会手数料　

委託料 委託料

　　　　　　　　　　健康被害調査委員会委員４人×３回

財
源
内
訳

国庫支出金

実施年度

ふるさと応援寄附金 【今回補正額】　看護師3人分社会保険料・雇用保険料

事業費(単位:千円) 66,286 18,704 24,543

需用費 （消耗品費）

その他 旅費

　　　　　　　　　　薬剤管理委託料

　　　　　　　　　　接種券封入業務委託料

計

【今回補正額】　通勤手当３人×６月分

新規

共済費

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症を予防し重症化を防ぐため、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽワクチンの接種に必要な体制を整備し住民への4回目接種を行う。

○新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝの接種を行うために必要な事務作業等：会計年度任用職員
○ﾜｸﾁﾝの管理・運搬に必要な業務：ﾀｸｼｰによる運搬、薬剤師による管理指導、ﾃﾞｨｰﾌﾟﾌﾘｰｻﾞｰによるﾜｸﾁﾝ保管

事業費(千円) 109,533 予算額(単位：千円)

【今回補正額】　ワクチンタクシー配送委託料

県支出金
市債
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 3 年度 ～ 令和 4 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

47,686
26,843

補助率
10/10

５．その他参考となる事項

当初予算事業費
6月補正事業費
（補正財源内訳） 国庫支出金

一般財源
補正後事業費

74,529

47,686千円
26,843千円
26,843千円

0千円
74,529千円

ふるさと応援寄附金

計

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種対策費負担金事業

129,063 74,529 時間外加算　　720件×803円＝578,160円

県支出金 休日加算　　　217件×2,343円＝508,431円

予診のみ　　　　15件×1,694円＝25,410円

予算体系 ４　予防費 事業名

令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容
委託料 医療機関への接種費用の支払い

【今回補正額】　

各医療機関への接種費用　11,300件×2,277円＝25,730,100円

市民福祉部 所属課 健康づくり課 予算書ページ

　ともに支え笑顔あふれるまちづくり 政策分野 ⑤健康・医療

予算額(単位：千円)

事業内容

実施主体 市 所属部 22 新規

令和４年度

合計26,842,101円

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症を予防し重症化を防ぐため、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽワクチンの接種に必要な体制を整備し住民への4回目接種を行う。

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝの4回目接種に伴う各医療機関への委託料、休日・時間外診療業務に対する手当ての支払いを行う

事業費(千円) 203,592

6月 補正予算

総合計画による位置づけ 基本方針

財
源
内
訳

国庫支出金
74,529129,063

4 衛生費 １　保健衛生費

実施年度 令和元年度 令和2年度

事業費(単位:千円)

市債

その他
一般財源
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 4 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

1,272

補助率

1,272

５．その他参考となる事項

うれしの茶一煎茶パックセット（蒸製玉緑茶、釜炒茶、紅茶）3,000個

茶業振興課

事業内容

嬉野温泉駅開業
キャンペーン業務

委託料 嬉野温泉駅開業キャンペーン業務

嬉野温泉駅開業キャンペーン業務

嬉野温泉駅開業キャンペーンとして、来訪客へうれしの茶一煎茶パックセットを配布することにより、嬉野市への誘客とうれしの茶のＰＲ及び販路拡大を図る。

事業費(単位:千円)

予算書ページ 23 新規 ○

1,272 うれしの紅茶　58円×3,000個＝174,000円　

財
源
内
訳

事業名

令和４年度 6月 補正予算

予算体系 ６　農林水産業費 １　農業費 ４　茶業振興費

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ①農業

実施主体 市 所属部 産業振興部 所属課

国庫支出金

嬉野温泉駅開業キャンペーンとして、来訪客へうれしの茶一煎茶パックセットを配布する。

事業費(千円) 1,272 予算額(単位：千円)

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

蒸製玉緑茶　68円×3,000個＝204,000円

釜炒茶　68円×3,000個＝204,000円

包装紙パッケージ　230円×3,000個＝690,000円

県支出金
市債
ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 1,272 計

12



【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 4 年度 ～ 令和 4 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

20,500

補助率

20,500

５．その他参考となる事項

（歳入）
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 18,000千円

（歳出）

事業費(単位:千円) 20,500

財
源
内
訳

国庫支出金

一般財源 2,500

県支出金
市債

地方創生臨時交付金 18,000

令和４年度 6月 補正予算

計

うれしかーどポイント交付（100人×1,000円×150日） 15,000千円
うれしかーど作成費（15,000枚）   1,000千円
販促ツール制作費（歓迎タペストリー、加盟店マップ）   1,500千円
情報発信費   1,000千円
事務費   2,000千円

計 20,500千円

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
委託料 観光客等ポイントカード事業

予算体系 7 商工費 1 商工費 2 商工振興費 事業名 新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症緊急対策事業（観光客等ポイントカード事業）

長引く新型コロナウィルスの影響による市内事業者の売上減少が続く中、新幹線開業という機会を活かし、本市を訪れる観光（宿泊）客に対し「うれしかーど」を配布すること
で、滞在中の市内での消費活動を促し、市内事業者への経済効果をもたらす。
併せて、本事業を実施することで、新幹線利用者の市内への宿泊を促し、宿泊事業者への経済対策にも繋げる。

新幹線を利用し、且つ市内宿泊施設に宿泊する観光客等に対し、ポイントを付与した「うれしかーど」を配布する。
歓迎タペストリーや加盟店マップ等の新たな販促ツールの制作、旅行サイト等での情報発信を行い、利用者の増及び周知を図る。

事業費(千円) 20,500 予算額(単位：千円)

総合計画による位置づけ 基本方針 進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ③商工業

実施主体 市 所属部 産業振興部 所属課 観光商工課 予算書ページ 24 新規 ○

ふるさと応援寄附金
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 元 年度 ～ 令和 4 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

1,100
159

11,000
補助率 1,100

2,200
1,985

５．その他参考となる事項

※事業概要等については当初予算と同じ
　 
当初予算事業費
6月補正事業費
（補正財源内訳） 一般財源

補正後事業費

17,544

予算体系

基本方針

7 商工費 1 商工費 8 市営公衆浴場費 事業名 市営公衆浴場管理費

総合計画による位置づけ

令和４年度 6月 補正予算

　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ④観光業

実施主体 市 所属部 産業振興部 所属課 観光商工課 予算書ページ 24 新規

市営公衆浴場「シーボルトの湯」運営により、観光客や市民が手軽に嬉野温泉に入っていただける「観光スポット」及び「憩いの場」を創出する。
「シーボルトの湯」の良質な泉質、温もりのあるおもてなし、シンボル的な外観等で嬉野温泉のPRが図られ、観光客の増加に繋がる。
本補正予算では、老朽化及び故障により使用ができなくなっている入浴介助リフトを廃棄し、新たに設置することで、介助が必要な高齢者・障がい者等が安心して温泉を楽し
むことができることを目的とする。

市営公衆浴場「シーボルトの湯」のサービス向上と経費削減を図るため、民間のノウハウを活用した指定管理者制度による管理・運営を行う。
本補正予算で、介助が必要な高齢者・障がい者等が安全にかつ安心して入浴ができるよう、これまでの手動式介助リフトを廃棄し、電動式介助リフトを新たに設置する。

事業費(千円) 60,354 予算額(単位：千円)

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
市営公衆浴場
管理

市営公衆浴場
管理

市営公衆浴場
管理

市営公衆浴場
管理

需用費 （修繕料）施設設備修繕

役務費 （保険料）建物共済

委託料 指定管理委託料

事業費(単位:千円) 10,596 19,532 12,682 17,544 工事請負費 エレベーター戸開走行保護装置設置

財
源
内
訳

国庫支出金 配管補修

県支出金 　【今回追加補正】　入浴介助リフト設置

市債
ふるさと応援寄附金

その他 7,500

一般財源 10,596 12,032 12,682 17,544

15,559千円
1,985千円
1,985千円

17,544千円

計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 4 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

1,000

補助率

1,000

５．その他参考となる事項

　共同墓地災害復旧事業　補助額　500千円×2件＝1,000千円

予算体系 4 衛生費 1　保健衛生費 8　環境衛生費

その他
一般財源 1,000

ふるさと応援寄附金

1,000

国庫支出金
県支出金
市債

災害により被災した共同墓地を管理する者が、自ら災害復旧を行う事業に要する経費に対し、補助金を交付することにより、災害箇所の生活環境保全上の支障の除去と災害
復旧の促進を図る。

災害により被災した共同墓地を管理する者が、自ら災害復旧を行う事業に要する経費に対し、補助金を交付。
補助率：50％以内　　補助上限額：500千円

事業費(千円) 1,000 予算額(単位：千円)

共同墓地災害復旧事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ④ごみ・環境保全

実施主体 市 所属部 建設部 所属課 環境下水道課

令和４年度 6月 補正予算

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業名

財
源
内
訳

実施年度

事業内容

事業費(単位:千円)

共同墓地の災
害復旧にかか
る補助金

負担金、補助及び交付金 共同墓地災害復旧事業

共同墓地管理者に対する補助

新規 ○予算書ページ 22

計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 元 年度 ～ 令和 4 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

2,500

9,000 500
補助率

52.5%・53.0%

90%・100%

５．その他参考となる事項
当初予算事業費 千円
第１号補正事業費 千円
6月補正事業費 千円
（補正財源内訳） 国庫支出金 千円

一般財源 千円

補正後事業費 千円

※国庫補助率の変更　（R3）52.5％　→　（R4）53.0％

9,000 3,000

令和４年度 6月 補正予算

予算体系 ８　土木費 ２　道路橋りょう費 2　道路橋りょう新設改良費 事業名 社会資本整備総合交付金事業（市道調査・改良）

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ⑦道路・交通

実施主体 市 所属部 建設部 所属課 建設課 予算書ページ 25 新規

道路防災事業及び舗装補修整備事業により通行車両及び歩行者の安全確保を図ることを目的とする。

社会資本整備計画の事後評価及び市道の路面性状調査を行う。

事業費(千円) 466,585 予算額(単位：千円)

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
市道調査・改良 市道調査・改良 市道調査・改良 市道調査・改良 委託料 社会資本整備計画事後評価業務

【今回追加補正】　国の内示による

路面性状調査

事業費(単位:千円) 64,997 342,758 46,830 12,000

財
源
内
訳

国庫支出金 33,007 177,899 24,150 4,770

県支出金
市債 28,900 139,800 8,000
ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 3,090 25,059 14,680 7,230

1
2,499
9,500
4,770
4,730

12,000

計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 2 年度 ～ 令和 4 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

23,400 500

3,122 200
補助率 100,800 3,000

57.75%・58.3% △ 14,300

90%

５．その他参考となる事項
当初予算事業費 千円
第１号補正事業費 千円
6月補正事業費 千円
（補正財源内訳） 国庫支出金 千円

市債 千円
一般財源 千円

補正後事業費 千円

※国庫補助率の変更　（R3）57.75％　→　（R4）58.3％

113,022 3,700

令和４年度 6月 補正予算

予算体系 ８　土木費 ２　道路橋りょう費 2　道路橋りょう新設改良費 事業名 道路メンテナンス事業（橋りょう補修整備）

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ⑦道路・交通

実施主体 市 所属部 建設部 所属課 建設課 予算書ページ 25 新規

市が管理する橋梁等について、長寿命化及び修繕等に係る費用の縮減を図りつつ、地域の道路網の安全性・信頼性を確保することを目的とする。

橋梁等の定期点検、長寿命化計画の見直し及び補修整備を行う。

事業費(千円) 192,983 予算額(単位：千円)

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
橋梁補修設計 橋梁補修設計・

補修工事・定期
点検

橋梁定期点検・長
寿命化計画見直
し・橋梁補修工事

委託料 橋梁定期点検

【今回追加補正】　国の内示による

橋梁定期点検、長寿命化計画見直し業務

事業費(単位:千円) 9,405 66,856 116,722 工事請負費 橋梁補修工事(橋山橋、平古場橋）

財
源
内
訳

国庫支出金 5,197 37,917 65,891 【今回減額補正】　国の内示による

県支出金
市債 11,900 32,400
ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 4,208 17,039 18,431

23,901
103,799

△ 10,978
△ 5,834
△ 5,900

756

116,722

計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 元 年度 ～ 令和 4 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

14,500

補助率
10/10

14,500

５．その他参考となる事項

先導的官民連携支援事業
DMOとの地域連携による都市公園と公有地の一体的・段階的利活用事業化調査

調査内容
１．周辺都市公園等の業務内容及び事業条件等の検討
２．旧医療センター跡地の事業条件の詳細検討
３．DMOと民間事業者との事業体組成に関する検討

14,520 14,000

令和４年度 6月 補正予算

予算体系 ２　総務費 １　総務管理費 ６　企画費 事業名 嬉野医療センター跡地活用事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ②自然と都市

実施主体 市 所属部 建設部 所属課 新幹線・まちづくり課 予算書ページ 15 新規

本事業は、医療センター跡地と隣接する都市公園である西公園（約2.8haの都市公園）を一体的に利活用することで、本市の新たな観光・まちづくり拠点を創出し、さらには嬉野
温泉駅及びうれしのまるくとの観光・まちづくり事業としての連携により嬉野温泉街の再生・活性化を図るものである。

嬉野医療センター跡地活用に係る官民連携事業の導入や実施に向けた事業条件等の整備・検討を行う。

事業費(千円) 35,380 予算額(単位：千円)

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
交換協議 不動産鑑定 跡地活用に向

けた可能性調
査

跡地活用に向け
た事業条件等の
整備・検討

委託料 跡地活用に向けた事業条件等の整備・検討

県支出金
市債

事業費(単位:千円) 140 4,240 16,500 14,500

財
源
内
訳

国庫支出金

ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 140 4,240 1,980 500 計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 4 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

52
125

31,967
補助率 12,500

2,000

50
20

５．その他参考となる事項
・ 道の駅全体面積　27,166㎡（情報提供・休憩施設、観光・交流施設、公園（2ヶ所）、

西口・東口交通広場、西口・東口駐車場、緑地）

・ 指定管理事業者 年間収支計画（想定）

＜支出＞ 人件費等（10人） 千円

燃料費、光熱水費、通信運搬費等 千円

施設清掃、設備保守点検等業務委託 千円

事務機器リース料等 千円

その他 千円

計 千円

【年間指定管理料】　　63,585千円（支出）　-　8,785千円（自主事業等収入）　＝　54,800千円

【令和4年度指定管理料】　54,800千円 ÷ 12ヶ月 × 7ヶ月分 （R4.9月～R5.3月） ＝ 31,967千円 46,714

令和４年度 6月 補正予算

予算体系 ８　土木費 ４　都市計画費 ６　嬉野温泉駅周辺整備費 事業名 道の駅関連事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ⑦道路・交通

実施主体 市 所属部 建設部 所属課 新幹線・まちづくり課 予算書ページ 26 新規

道の駅「うれしの まるく」の開業に向けて円滑な事業遂行を図るため。

道の駅「うれしの まるく」開業に伴う指定管理者の選定、開業時に県内外からの誘客を図るためのPRおよび式典の準備などを行う。

事業費(千円) 予算額(単位：千円)

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
道の駅にかかる
経費

報酬 指定管理者選定委員会委員 3人

旅費 【今回追加補正】 道の駅連絡協議会総会等

委託料 【今回追加補正】 指定管理料 7ヶ月分

事業費(単位:千円) 46,714 　　　　　　　　　　　 開業PR新聞広告（佐賀県、福岡県、長崎県）

財
源
内
訳

国庫支出金 　　　　　　　　　　　 道の駅開業記念式典 一式

県支出金 負担金、補助及び交付金 【今回追加補正】 

市債 負担金

ふるさと応援寄附金 14,000 　九州・沖縄道の駅連絡協議会

その他 　全国道の駅連絡協議会

一般財源 32,714

計

30,785

12,643

13,931

1,120

5,106

63,585
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 4 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

430

補助率

430

５．その他参考となる事項

需用費（消耗品費）

積算 小学４年生～中学生 女子児童生徒数　639人
一人あたり500円（20個）×639人＝319,500円
女子トイレ用収納ケース　　一学校あたり10,000円×11校＝110,000円

令和４年度 6月 補正予算

予算体系 10　教育費 1　教育総務費 2　事務局費 事業名 小中学校における生理用品配置事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ①教育

実施主体 市 所属部 教育部 所属課 学校教育課・教育総務課 予算書ページ 29 新規 ○

　小中学校に生理用品を配置することにより、必要なときに心理的負担を感じることなく利用でき、安心して学校生活を送ることができようにする。

　学校の女子トイレに生理用品を配置する。

事業費(千円) 430 予算額(単位：千円)

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
生理用品及び
収納ケース

需用費 消耗品費

生理用品及び女子トイレ用収納ケース

市債
ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 430 計

事業費(単位:千円) 430

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 2 年度 ～ 令和 4 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

1,195

4,755
補助率

1/2 1,300

400

５．その他参考となる事項

当初予算事業費
6月補正事業費
（補正財源内訳） 国庫支出金

地方創生臨時交付金

一般財源

補正後事業費

［事業内容］
感染症対策や換気対策及び学習保障支援に必要な消耗品費・備品購入費
修学旅行や宿泊学習の特別活動において、３密対策のためにバスを増便する費用 7,650

令和４年度 6月 補正予算

予算体系 10　教育費 2　小学校費 1　学校管理費 事業名 学校保健特別対策事業（学校における感染症対策等支援事業）

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ①教育

実施主体 市 所属部 教育部 所属課 学校教育課・教育総務課 予算書ページ 30 新規

各学校が感染症対策等を徹底しながら、児童生徒の学習保障をするための取組を実施するにあたり、校長の判断で迅速かつ柔軟に対応することができるよう、学校教育活動
の円滑な運営を支援する。

学校保健特別対策事業費補助金（1/2）を活用する。
・学校における感染症対策　　学校の教育活動継続のため、密閉・密集・密接を回避し、児童生徒及び教職員等の感染症対策に必要な物品の購入等に係る経費
・子どもたちの学習保障支援　児童生徒の学びの保障のため、感染症対策等を徹底しながら、感染の状況や児童生徒の状況に応じた学校での教育活動を実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 する際に生じる経費

事業費(千円) 22,581 予算額(単位：千円)

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
学校再開に伴う
感染症対策

学校教育活動
の継続に係る経
費

学校における感
染症対策に係る
経費

需用費 消耗品費（新型コロナウイルス感染症対策）　8校　1,195,000円

【今回追加補正】

消耗品費(新型コロナウイルス感染症対策）　8校　4,755,000円

事業費(単位:千円) 8,131 6,800 7,650 使用料及び賃借料 【今回追加補正】

財
源
内
訳

国庫支出金 4,065 3,400 3,825 バス借上げ料　7校（大野原小を除く）

県支出金 備品購入費 【今回追加補正】

市債 窓用エアコン等

ふるさと応援寄附金

地方創生臨時交付金 3,400 3,000 3,400

一般財源 666 400 425

1,195千円
6,455千円
3,825千円
3,400千円
△770千円

7,650千円

計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 4 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

345
5,510

補助率

5,855

５．その他参考となる事項

【歳入】 ふるさと応援寄附金

【歳出】
委託料 オンライン英会話業務 レッスン費用及び授業サポート（教材案作成等）　

（予定しているレッスン内容）
・ 期間：１０月～２月
・ 週２回×２０週＝４０回

外国語活動や朝の時間、下校前の時間を利用（１０分～２５分間）
・ 児童と外国人講師がマンツーマンでオンライン英会話レッスンを実施

令和４年度 6月 補正予算

予算体系 10　教育費 2　小学校費 1　学校管理費 事業名 英語活動支援事業（オンライン英会話）

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ①教育

実施主体 市 所属部 教育部 所属課 学校教育課・教育総務課 予算書ページ 30 新規 ○

義務教育段階からのグローバル化に対応した教育環境づくりを一層進めるため、児童生徒一人ひとりが英語をシャワーを浴びるように聞き、話す機会を確保し、英語に対する
興味や関心を高め個別最適な学習の充実と「使える英語力」の育成を目指す。

1人1台のタブレット端末を使用し、外国人講師とのマンツーマンのオンライン英会話を実施する。　令和４年度は、試行年度として１学年を対象に実施する。
・対象学年　小学４年生　230人　　　【理由】小学校では、小学３年から外国語活動で英語に触れており、英語を少し経験した４年生を対象とすることにより、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小学５年からの英語教科への関心が高まり、学習にスムーズに入ることができる。

事業費(千円) 5,855 予算額(単位：千円)

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
ｵﾝﾗｲﾝ英会話
に係る業務委託
料等

需用費 消耗品費

ヘッドセット（マイク付きヘッドホン）　1,500円×230人分

委託料 オンライン英会話業務

事業費(単位:千円) 5,855

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
市債
ふるさと応援寄附金 5,000

その他
一般財源 855 計

5,000千円

5,510千円
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 2 年度 ～ 令和 4 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

510

2,140
補助率

1/2 1,200

200

５．その他参考となる事項

当初予算事業費
6月補正事業費
（補正財源内訳） 国庫支出金

地方創生臨時交付金

一般財源

補正後事業費

［事業内容］
感染症対策や換気対策及び学習保障支援に必要な消耗品費・備品購入費
修学旅行や宿泊学習の特別活動において、３密対策のためにバスを増便する費用 4,050

令和４年度 6月 補正予算

予算体系 10　教育費 3　中学校費 1　学校管理費 事業名 学校保健特別対策事業（学校における感染症対策等支援事業）

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ①教育

実施主体 市 所属部 教育部 所属課 学校教育課・教育総務課 予算書ページ 31 新規

各学校が感染症対策等を徹底しながら、児童生徒の学習保障をするための取組を実施するにあたり、校長の判断で迅速かつ柔軟に対応することができるよう、学校教育活動
の円滑な運営を支援する。

学校保健特別対策事業費補助金（1/2）を活用する。
・学校における感染症対策　　学校の教育活動継続のため、密閉・密集・密接を回避し、児童生徒及び教職員等の感染症対策に必要な物品の購入等に係る経費
・子どもたちの学習保障支援　児童生徒の学びの保障のため、感染症対策等を徹底しながら、感染の状況や児童生徒の状況に応じた学校での教育活動を実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 する際に生じる経費

事業費(千円) 11,240 予算額(単位：千円)

実施年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
学校再開に伴う
感染症対策

学校教育活動
の継続に係る経
費

学校における感
染症対策に係る
経費

需用費 消耗品費（新型コロナウイルス感染症対策）　4校　510,000円

【今回追加補正】

消耗品費(新型コロナウイルス感染症対策）　4校　2,140,000円

事業費(単位:千円) 3,590 3,600 4,050 使用料及び賃借料 【今回追加補正】

財
源
内
訳

国庫支出金 1,795 1,800 2,025 バス借上げ料　3校（大野原中を除く）　1,200,000円

県支出金 備品購入費 【今回追加補正】

市債 窓用エアコン等

ふるさと応援寄附金

地方創生臨時交付金 1,795 1,600 1,800

一般財源 200 225

△285千円

4,050千円

計

510千円
3,540千円
2,025千円
1,800千円
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